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Ⅰ　はじめに

「ハッショウマメ」は日本古来のマメで，和名は

「はっしょうまめ」であるが，その学名（属名）で

ある Mucunaから，一般に「ムクナ豆」と呼ばれて

普及し始めている。

本来の和名がハッショウマメなのに，ムクナ豆に

なった経緯は，1986年にブラジル・サンパウロ州

立農業研究所のマメ科植物の育種研究者で，当時筑

波大学に招聘教授として滞在しておられた宮坂四郎

先生から「ムクナ」として教わったためである。宮

坂先生は当時著者が所属していた農業環境技術研究

所他感物質研究室を訪問され，「ブラジルでは大規

模機械化農業の結果，土壌が疲弊し経営破綻する日

系人農家が多くなったことから，マメ科の緑肥の導

入を考えて研究した結果，雑草抑制力が強く，有機

農業で緑肥として利用価値が高い作物としてムクナ

属植物を選抜した。アレロパシー（他感作用）に

よって雑草を抑制し病害虫にも強いと思われるので

研究してほしい」と依頼されたのが契機である 1）。

この時，「ムクナ」という名前でブラジルの 4品

種をいただき研究を開始したので，ムクナという名

前で研究成果を発表した。その後の調査で，ハッ

ショウマメは日本に古くからあった在来作物で，そ

の語源は一本の植物から八升も豆が収穫できるとの

説と，八丈島から伝わった「八丈豆」であるとの説

があることがわかった。しかし，ムクナ豆の名前で

普及し始めており，世界各地に品種があるので，総

称としてムクナ，あるいはムクナ豆を使い，日本の

在来種をハッショウマメと呼ぶのが良いのではない

かと考えている。

現在日本各地で栽培が始まっているハッショウマ

メは，著者が東北大学農学部の駒嶺穆教授から分譲

頂いたものを研究者や農家にお分けしたものがきっ

かっけである。ハッショウマメ種子は東北大学理学

部でマメ科植物の分類学の大橋広好教授が収集され

たもので，お弟子さんの立石庸一先生からその特性

について教わった。駒嶺先生は東京大学理学部で

ハッショウマメの組織培養の研究を行って理学博士

号を取得されている。ハッショウマメはムクナ属

の品種の中で最も成熟が早く，5月に播種して 9～

10月に収穫できる品種であり，莢は白色軟毛に覆

われ，ちくちくする刺毛が少ない優良品種であり，

日本人のご先祖が選抜されたと思われる。花は暗紫

色で種子は灰白色楕円形である。その後，インド，

ネパール，フィリピン，マレーシア，ベトナム，台

湾などの東南アジアには多くのムクナ属植物が分布

していることが分かったので，その一部を取り寄せ

て研究したが，日本で開花結実したのはアメリカ合

衆国南部で緑肥として栽培されていた「フロリダ・

ベルベットビーン」の 2種であったので，農水省の

ジーンバンクにこの 2品種を格納した。

ムクナ属の植物は，きわめて多収であること，や

せた土地でも旺盛に生育し良い緑肥になること，根

が地下深く伸びて土壌物理性を改善すること，繁

茂して地表面を覆うため雑草制圧作用があること，

イネ科牧草と混植して共栄関係がありリビングマ

ルチや緑肥として収量を増やすこと，高タンパク

の飼料作物として利用できること，病気や害虫の
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被害を受けにくいことなどの性質がある。この豆

の種子は，特殊なアミノ酸である L-ドーパ （L-3,4-

dihydroxyphenylalanine），多くの薬用成分，消化酵

素の阻害物質などを含むため，生食には不適である

が，調理によってこれらを除去すれば食用可能であ

り，その機能性を利用できる「古くて新しい食品」

として有用と思われる。そこで，その起源，栽培方

法，機能性，および今後の利用の展望について紹介

する。

Ⅱ　起源・種類・品種・分布について

ムクナ（Mucuna属，シノニムとして Stizolobium 

属）は，東南アジア，インド，中国南部～台湾，中

南米（ブラジル，モーリシャス，ドミニカ，メキシ

コなど），北アメリカ南部，アフリカ（ナイジェリ

ア，マダガスカル，ガーナなど）で栽培されている

短日型のマメ科植物である。原産地は，ネパール南

部とインド北部に広がるタライ平原といわれる。ア

フリカ大陸ではマダガスカル島にのみ自生していた

が，アメリカ合衆国の援助で導入された。この植物

は，最初は Mucuna属に分類されていたが，種子の

形や着葉状態から，一年性草本の一部を，アメリ

カ農務省の研究者であるパイパーとトレーシが新

たに Stizolobium 属に分類し（Piper & Tracy, 1910），

多年性の種を含む残りの種はもとの Mucuna属に

残した。しかし，その後，東北大学の立石とイギ

リスの王立キュー植物園の研究者らによって再度

分類学的研究が行われた結果，両者は同一であり，

Mucuna属に統一し，亜種（subgenus）として，木

質，多年生で種子の臍帯が周囲の 3/4 を越えるもの

が Mucuna，1年生か幾分木質で臍帯が短いものが

Stizolobiumに分類することに修正された 2，3）。

多年性の種は，熱帯地域に約 100種自生してい

ると言われているが，重複しているものもあり，実

際にはもっと少ないようである。多くは木質で多

年生の蔓性植物であり，樹木としての呼び名はク

ズモダマ属，あるいはトビカズラ属と呼ばれる。

わが国には，アイラトビカズラ（Mucuna japonica 

Nakai，発見者の中井猛之進が命名）が，熊本県相

良神社にただ 1本存在し，樹齢 1000年以上と伝え

られ，特別天然記念物に指定されたが，その後の調

査で，学名が Mucuna sempervirens Hemsl.に修正さ

れた。同種のものが揚子江流域に多数分布している

ことから，アイラトビカズラは中国から導入され

たと考えてられていた。ところが，2002年に長崎

県の時計島でアイラトビカズラの大群落が発見さ

れ，2012年に天草上島の倉岳でもアイラトビカズ

ラが発見されており，日本にも古くからアイラトビ

カズラが存在した可能性がある。九州地方から沖

縄諸島にかけて，ウジルカンダ（別名イルカンダ）

（M. macrocarpa Wall.，別名 M. irukanda Ohwi） およ

びその類似種のカマエカズラ （M. irukanda Ohwi var. 

bungoensis Ohwi），カショウクズマメ （M. nigricans 

（Lour.） Steud.）が分布し，ワニグチモダマ（ムニン

モダマ）（M. gigantea （Willd.） DC.，別名 M. toyoshi-

mae Nakai）が小笠原に自生している。また，石川

県珠洲市の 2,250万年前の地層からノトトビカズラ

（Mucuna chaneyi Ishida）の化石が出土している 2）。

一年性の草本の Stizolobium に分類される種は，

英名で Velvet bean（ビロウドマメの意），あるいは

Cowhage，Cowitch（莢の毛がちくちくすることか

ら），サンスクリットで Atmagupta （魂や精神に影

響を及ぼすとの意味），和名ではハッショウマメ，

あるいはオシャラクマメと呼ばれ，ハッショウマメ

属と呼ばれた。その多くは蔓性のクズに似た植物で，

花は暗紫色からまれに白色，種子は黒～黒白ぶち～

褐色～灰白色と様々である。それらの主な用途は，

緑肥，被覆作物および飼料作物である。一部の地域

では，ハッショウマメの種子を食用にすることもあ

る。その収量は多く，亜熱帯地方では，haあたり

種子で 1～ 5トン，茎葉部では新鮮重で 5～ 70ト

ン 4）と報告され，最も多収のマメの一つである。

以上のように，現在の分類では，草本性で

Stizolobium 属に分類されていた栽培種もMucuna属

に戻され，学名は Mucuna prurience var. utilisに統一

されている。以下に紹介するムクナはすべてこの中

に含まれる品種的位置づけのものである。一般には

同一種の栽培型に種小名をつけているようで，正確

な分類ではないが，栽培種をまとめると次のように

なる 5,6,7,8,9）。

①  Bengal bean = Black velvetbean = Mauritius bean

（M.aterrima Holland = S. aterrimum Piper et Tracy）：

西インド諸島のセントビンセント，アフリカ東

部のマラウイで栽培されるが，マレーシア，イ

ンドネシアが起源といわれる。花が白色で，種

子は黒である。
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② ハッショウマメ（= Yokohama bean = Japanese vel-

vetbean）（M. hassjo Sieb. = S. hassjoo Piper et Tracy 

= M. capitata Wight et Arn.）：わが国の西南暖地で

栽培され，日本が起源であるといわれているが，

最近まで作物としての栽培はすたれていた。ハッ

ショウマメの語源は，一本の植物から八升も豆が

収穫できることからついたという説と，八丈島か

ら伝わった「八丈豆」であるとの説がある。沖縄

の一部でサトウキビの緑肥用に栽培されているム

クナ豆は，台湾において富貴豆（フウキマメ）あ

るいは虎爪豆と呼ばれる品種（M. capitata （Roxb.） 

DC. ex Wight & Arn.）であり，ハッショウマメと

同一と考えられている。東北大学（駒嶺研究室）

で保存されていたハッショウマメは，成熟期間が

比較的短く，5月に播種して 9 ～ 10月に収穫で

きた。その花は暗紫色で莢は白色軟毛に覆われ，

ムクナ属に特有のちくちくする刺毛がほとんどな

い優良品種である。その種子は灰白色楕円形であ

る。両者は同一品種であるとされている 10）。写

真 1，写真 2および写真 3には，それぞれハッショ

ウマメの花，若い莢および種子である。東北大学

で保存されていたハッショウマメは，茨城県つく

ば市では開花結実して採種できたが，台湾から取

り寄せた緑肥用の「富貴豆」は同一条件下では開

花せず，採種できなかった。しかし，四国農試の

松岡と川上の報告によれば 5），台湾産の富貴豆も

5月に播種し 10月に採種できたというので，系

統あるいは栽培技術によって収穫可能なのかもし

れない。

③ フロリダ・ベルベットビーン：Florida velvetbean

（M. deeringiana Merr. = M. prurience var. utilis cv. 

Florida velvetbean = S. deeringianum Bort.）：ア ジ

ア原産といわれ，西インド諸島を経て 1876年こ

ろにフロリダに導入され，1940年代には 200 万

エーカー栽培されていたという。この品種は，成

熟に 240～ 270 日を要し，花は濃紫色の総状花で，

写真 1．ハッショウマメの花

写真 2．ハッショウマメの若い莢

写真 3．ハッショウマメの種子

写真 4．フロリダ・ベルベットビーンの種子
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莢は黒色ベルベット状，また写真 4のように種子

は球状で褐色のぶちが入っている。Florida 種から

改良されたものに，120 日で成熟する Georgia 種，

160 日程度で成熟する Alabama 種などの優良品種

があるという。

④ リヨン・ベルベットビーン：Lyon velvetbean（M. 

cochicinensis A. Chev. = M.nivea DC. = M. lyonii Merr. = 

S. niveum （DC.） Kuntze = S. cochicinensis Kuntze）：ベ

トナム南部（フランス領コーチシナ）で最初に見

出された。インドにも分布している。

⑤ ブラジルで緑肥として栽培されるムクナは，プレタ

（M. preta = S. aterrimum，種子が黒で，Bengal bean と

同一種か），アナン（M. ana，蔓が出にくい矮性種で，

種子は球状で黒白ぶち），シンザ（M. cinza，種子は

灰白色楕円形）ジャスピアダ（M. jaspiada ，種子は

灰白色楕円形），ラジャーダ（M. rajada，種子は球

状で黒白ぶち，アナンに似ているが蔓性種）等が

ある。これらは，Florida velvetbeanの改良種といわ

れる。アナンは唯一の早生矮性種で，すきこみ用

に優れている。

栽培種の草本性ムクナ（Mucuna prurience）は立

石庸一らの研究によれば 2），ヒマラヤ南斜面が原産

といわれ，東南アジア～日本～西インド諸島を経て

アメリカ大陸に伝播し，一方ではインド～アフリカ

大陸へと広まったと推定される。著者らは，ネパー

ルを 3回訪問して現地の野生種を調査したが，ネ

パール南部の平原に自生している系統は莢に金色の

毛が生えており，激しい痒みを引き起こす植物で，

現地では危険な雑草として嫌われていた。

作物としてのムクナ属植物は，戦前にボルネオか

ら小笠原に導入され，試験栽培されたという記録

があり，1954年に農林省四国農業試験場において，

ハッショウマメと Florida velvetbeanの 3品種が導

入され，試験栽培が行われている 5）。また，1970

年ころに熱帯農業研究センター沖縄支所でブラジル

の品種が評価されたことがある。

Ⅲ　ムクナ豆の栽培方法 9,11,12） 

草本性のムクナの一般的栽培は，暖地の軽い壌土

に適し，遅霜の心配のない 5～ 6月に播種する。60

～ 100 cm 間隔に点播し，播種量は haあたり 45～

70 kgで，生育初期に除草を行い 1，2回の中耕を

行う。蔓性種は蔓が 10 m以上伸びるので，採種の

場合には丈夫な支柱が必要である。乾燥に強く，年

平均降水量が 500 mmあれば収穫でき，小麦が栽培

できる条件で栽培可能とされている。種子は 10～

12月に熟すが，沖縄以外では秋に霜がおりるので，

早生種以外の採種は困難である。無限伸育型でだら

だら開花するので，採種時期をみきわめるのが難し

い。種子収量は環境によるが，haあたり 1～ 5 tで

ある。寒さに弱く 5 ℃に 24～ 48時間さらされる

と枯れる。飼料や緑肥用には播種から 2.5～ 3月後

に，haあたり茎葉 20～ 30 t をとることができる。

著者は求めに応じて日本全国の農家に 10粒程度

のハッショウマメ種子を無償で分譲した結果，現在，

熊本県，栃木県，滋賀県，沖縄県，茨城県，山梨県

などでハッショウマメ栽培が普及し始めており，合

計で約 10トンの生産があると推定される。2023年

に栃木県那須の森雅平氏が「現代農業」誌で栽培方

法を詳しく紹介されてから，全国各地の農家の関心

を集めてさらに普及が進みつつある 12）。

Ⅳ　ムクナ豆の利用法

1 ．種子の食用および機能性食品としての利用
インドネシアでは，種子を水に浸漬して種皮をふ

やかしてから取り，煮たり，醗酵させて食用とする。

インドでは，原住民が S. pachylobium の若い莢や種

子を食用にするため栽培しているという。中国や

台湾では，富貴豆（S. capitatum）を豆腐にするとい

う 6）。マレーシアにおいては，飢饉のときに，Lyon 

velvetbean の種子を，繰り返し茹でた後，種皮を除

いて食用にしたと言う。アフリカ東部では，Bengal 

bean を，主に緑肥・被覆作物として用いているが，

食用にもされ，調理前に十分水に浸漬した後，水を

換えながら何回も煮て利用するという 6）。ナイジェ

リア東部では，Horse-eye bean（M. solanei）（蔓性

の低木）の種子を粉にしてスープにする。ジャマイ

カでは，カリブ人が Horse-eye bean（M. urens）の

種子を粉にして食用にするという 6）。著者は東京農

工大に在職中に，ガーナ，モザンビーク，スーダン，

ケニアからの留学生に，栽培法と食用としての利用

法を伝授したので，これらの国で食料としての利用

が始まっている。

中国南部では，樹木になる種であるM. semper-

virens（常春油麻藤）の塊根から澱粉を採取し，種
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子は食用にしたり，油を搾るとされる 6）。

日本では，ハッショウマメ種子を煮て，キントン，

餡，煮豆として利用されたことがあり 13），インゲ

ンに似た食味であるという 9）。

マメ科の種子には，ダイズやラッカセイのように

脂肪が多いものと，インゲンやエンドウのように澱

粉が多いものがあるが，ムクナ豆はその中間的な性

質を持っているので，両方の用途に利用可能であ

る。

ムクナは，種子に L-ドーパ（L-3,4-ジヒドロキ

フェニルアラニン，L-3,4-dihydorxyphenylalanine，

略して L-DOPA：ドーパ，図 1）を多量に（乾物重

あたり 2～ 8 %，品種により異なるが，栽培品種は

約 4 %程度 14））含むため，食用にするには注意が

必要であると指摘されている。L-ドーパは水溶性が

高いので，十分に水煮してあくぬきすれば食用とな

る。L-ドーパは，大量に摂取すると下痢を起こすと

言われるが，適度の摂取は問題ないようである 15）。

L-ドーパはムクナ以外にも，ソラマメにもかなり含

まれている（0.2 %程度）が，食用にされているし，

パーキンソン病の人はその特効薬として毎日数グラ

ムに達する L-ドーパを摂取しても副作用は少ない。

しかし，ムクナの生の種子には，トリプシンイン

ヒビターを多量に含むことが報告されている。その

生種子をラットに強制投与したとき，成長が劣っ

た場合の原因物質とされている。しかし，このイ

ンヒビターは，加熱により完全に除去されるので，

適当な調理によりムクナ種子は食用になりうると

報告されている 15）。また，その生の種子には，乾

物 1 kgあたり約 60 mgの青酸（HCN） が含まれて

いるが，リマ・ビーンの安全な品種の含有量よりも

低く，調理により 90 % 破壊されるので害はないと

される 15）。なお，後述のように，莢の刺毛は皮膚

にささるとかゆく，飲んで胃壁に刺さると危険なの

で，注意が必要である 13）。

2 ．薬用としての利用
ムクナ属植物は薬用植物として，インド，中国お

よび東南アジアで古くから用いられている 6）。この

植物は，アフリカでも重要な生薬であるという 16）。

しかし，その有効成分の全てが解明されたとはいえ

ず，今後の研究が必要である。

中国では，M. birdwoodiana（白花油麻藤）の蔓を，

漢方薬名・鶏血藤（ケイケツトウ）と呼び，血行障

害の治療，補血，筋肉を強くする薬効があるとされ

る。この生薬から 4種のフェノール性物質が抽出さ

れ，その中で 2,6-dimethoxyphenol と N-（trans-feru-

loyl） tyramine にプロスタグランジン合成阻害作用

があることが明らかにされた 17）。M. sempervirens（常

春油麻藤）にも同様の薬効がある。

インド南部～中国南部では，M. macrocarpaの茎

の煎じ液をリューマチの薬とする 6）。インドのヒン

ズー教徒は，M. monospermaの種子を薬用に用い，

咳・たんを切り，喘息を治すためや鎮痛剤として，

また野菜として用いてきたという 6）。

スマトラ，マレーシアにおいては，M. biplicataの

葉をあぶって胸に貼り，熱病を治すという。マレーシ

ア，フィリピンおよびインドでは，M. nigricans の茎

を切断したときに出る汁を解熱剤に用いるという 7）。

また，タンガニーカ（現タンザニア）では，M. poggei

の花を煎じて頭痛薬とするという 16）。

インドでは，紀元前 4世紀頃からムクナ豆が催淫

剤として用いられ，その根を強壮剤として利用した

という 7）。また，ムクナ豆は下剤や痛風の薬として

用いられたという 16）。マレーシアでは，M. gigantea

の種子を粉にして媚薬にするという 6）。

インドシナ半島では，ムクナ豆の莢の毛を虫下し

に利用していたが，それが腸に障害を与えることが

あるという。また，刑罰として，ムクナ豆の莢の毛

にナメクジの粘液を混ぜて飲ませたという 7）。その

莢の表面にビロード状に密生する毛には針状体が存

在し，これがヒトにつくとちくちくして痒くかぶれ

る。この針状体には 0.015 %のセロトニンが含まれ，

これがヒスタミンを放出させるために痒みがでると

説明されている 16）。また，その痒みの原因はムク

ナイン（Mucunain）というタンパク質分解酵素で

あるとの報告もある 16）。

コンゴ，ウガンダおよびジンバブエでは，M. poggei図 1　L-ドーパの構造式
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の小枝を砕いて，魚の麻酔漁に用い，またこの葉の

汁をインキとして用いるという 6）。

ムクナ属植物に多量に含まれる L-ドーパは，脳

における神経伝達物質であるドーパミンの前駆体で

あり，パーキンソン病の治療薬として用いられてい

る。ただし，現在薬用に用いられているものは合成

品である。

3 ．�緑肥・被覆作物としての利用，とくに有機
農業への利用

ムクナは，緑肥作物の中でも最高の生草収量を上

げる植物の一つである。レンゲやクロタラリアも条

件によってはムクナに匹敵する生産を上げることが

あるが，ムクナの窒素含有率は 0.8 %に達し，これ

らの 1.5～ 2 倍であるので，台湾では最も優れた緑

肥として推奨されている 18）。

マレーシアにおいては，ゴムのプランテーション

で，土壌侵食（エロージョン）防止と雑草防除の目

的で，Lyon velvetbean が被覆作物として栽培され

るという。この場合でもムクナは生育初期には，よ

り早く生長するイネ科雑草によって被害を受けるの

で，播種と同時にイネ科に選択的な除草剤を散布す

る研究が行われている。ムクナが繁茂し純群落が形

成されると，雑草はほとんど生えなくなるので，あ

とは必要に応じて局所的に 2,4-DB（4-（2,4-ジク

ロロフェノキシ）酪酸）を撒いて広葉雑草を防除す

るという 19）。

熱帯地方では，Bengal bean が優良品種として用

いられ，耐干性で早く定着し雑草を抑える厚い被覆

を形成するので，緑肥として，またココヤシの下の

輪換放牧用に，トウモロコシやソルガムとの混植に

用いられるという。ブラジルでは，プレタやシンザ

などのムクナ豆品種がイネ科牧草との混作に用いら

れたり，荒廃したコーヒー園の更新に用いられたり

している 20）。

Velvet bean は，とくにブラジルにおいて，ハマ

スゲ （Cyperus rotundus）やアランアラン（チガヤ

の類）（Imperata cylindrica） を抑えるのに用いら

れ，Bengal bean はあらゆる雑草を駆逐するとの記

載がある 20）。ブラジルで，ムクナ残渣の水抽出液

が，ハマスゲやコセンダングサ （Bidens pilosa） の生

育を抑えることから，アレロパシーが示唆されてい

る 21）。

ナイジェリアでは，新たに機械を用いて造成した

圃場に，先駆作物としてムクナを導入する試験が行

われた結果，土壌物理性（全孔隙数，土壌硬度，浸

透性，水分保持量）が著しく改善されたという 22）。

機械化耕作により土壌が硬化した圃場でも，一年間

ムクナを栽培することで再び耕作可能な土壌物理性

を回復するという。

ブラジルにおいて，トウモロコシと混植したムク

ナは，乾物で 12トン /ha 収穫でき，土壌の被覆効

果，雑草の抑制効果が認められ，トウモロコシの乳

熟期にムクナを条間播種しても，エロージョンを防

止でき雑草抑制効果があったという 23）。また，ダ

イズ用緑肥として，種々の植物を検討した結果， M. 

aterrima を 5粒 /m2 播種したときに最高収量が得ら

れ，慣行農法の 2.25 t/haから 2.36 t/haに増加した

という 23）。また，ムクナ，クロタラリア，砂糖キ

ビ搾り粕，稲わら，ゴミコンポスト，バーミキュラ

イトなどの土壌すきこみが後作のインゲンの生育に

およぼす影響を調べた結果 ，インゲンの根粒形成

量，窒素吸収量および乾物重はムクナすきこみ区が

最も良かったという 24）。

4 ．間作，混植作物としての利用
トウモロコシとムクナ，カウピーおよびブラッ

クグラムを混植した結果，全収量（トウモロコ

シ／マメ科）はそれぞれ，33.4 （19.3/14.1），28.3 

（16.5/11.8），23.7（20.7/ 3.0） t/haであり，ムクナが

最も成績が良かったと報告されている 25）。

Cenchrus cilialis（ヒゲクリノイガ）とフィールド

ビーン，ホースグラム，クラスタービーン，Vigna 

unguiculata（ササゲの仲間），ムクナおよびモスビー

ンとの混植では，いずれも単植の場合に比べて乾物

収量が高くなったが，とくに Vigna unguiculata （サ

サゲの仲間）とムクナとの混植区が多収であったと

いう 26）。

5 ．飼料作物としての利用
アルゼンチン北部では，S. cinerum を牧草やサト

ウキビ園の被覆作物として利用している 6）。Florida 

velvetbeanは，アジア～アメリカで牧草，緑肥，被

覆作物などとして栽培されている 6）。米国の利用例

として 5），Florida velvetbeanの種子および莢の粉末

が単独あるいは配合飼料として用いられる。その品

質向上のためには十分な乾燥が必要であるという。

また，Florida velvetbeanを乾草として用いる場合
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は，種子が未熟なときに刈り取り乾草とする。それ

をサイレージとする場合には早生種が用いられ，ト

ウモロコシと混作したものを共にカッターにかけて

サイレージとする。その際に短期間に黒変するが，

品質には影響がないという。

6 ．病害虫に対する抵抗性について
ムクナに対する病害虫はほとんど見出されてお

らず，他のマメ科作物に比べて強健であるとされ

ている。ただ，米国ジョージア州では，Velvetbean 

catapiller（Anticarsis gemmatilis） が被害を与えると

されている 5）。

ムクナの種子に多量に含まれる L-ドーパが，昆

虫の忌避物質であろうという報告がある 27）。ヤガ

の一種 （Prodenia eridania） の幼虫の人工飼料に L-

ドーパを添加すると，蛹のからが硬化せず死亡率が

高まる。その作用は，L-ドーパがキチンの硬化に関

与するチロシナーゼを阻害するためであろうと推定

されている 27）。

インドでは，Lyon velvetbean（M. cochicinensis）

がヒトリガの一種（Spilosoma obliqua）の幼虫によ

る食害を受けないことから，摂食阻害物質を検索し

た結果，L-ドーパ，tetrahydroisoquinolineおよび多

量のフェノール性物質を含み，これらが作用成分で

あろうと報告している 28）。

著者らの栽培でも，ガラス室内でムクナのみを栽

培したとき，アブラムシが葉芽や茎に付くことがあ

り，ハスモンヨトウやセスジツユムシに食害される

こともあった。圃場では顕著な被害を受けることは

少なく，ムクナをダイズと混植した時，ダイズがヒ

メコガネに顕著に食害を受けたのに対し，ムクナは

ほとんど被害がなかった。しかし，最近の全国各地

での栽培が広がるにつれて，ダイズにつく「シンク

イムシ」が莢の中に見つかり，その対策としてフェ

ロモントラップが検討されている 12）。

7 ．線虫抑制作用
ブラジルでは，ムクナを栽培すると線虫密度が

下がるという経験的観察がある。ムクナ・プレタ

（S. aterrimum）は，ネコブセンチュウ（Meloidogyne 

incognita）の幼虫が根に寄生しても成虫になること

が出来ず，不適当な宿主であるとの報告がある 29）。

しかし，根の抽出液は卵の孵化や幼虫の根への侵入

には影響しなかったという報告もある 30）。

ネコブセンチュウに強いといわれている緑肥作物

を栽培したとき，マリーゴールドとクロタラリアは

根中の線虫密度も後地土壌中の密度も有意に低下し

ていたが，ムクナ（M. deeringiana）とキマメ（Cajanus 

cajan）の場合は，その根の中の線虫密度は低下し

なかったが，栽培跡地の土壌中の線虫密度は前者と

同等に有意に低下していた。ジョントベッチとヘア

リーインジゴでは対照区と線虫密度に差がなく，緑

豆（マングビーン）ではむしろ増殖させる結果で

あったという 31）。次作のトウモロコシ栽培畑にお

ける線虫の密度は，前作がムクナとクロタラリアの

区では顕著に低下していたという 31）。従って，ム

クナは，マリーゴールドやクロタラリアのような強

い線虫抑制物質を含んでいないが，圃場においては

これらの線虫対抗植物と同程度に次作の作物の線虫

害を抑える作用があるようである。

Ⅴ　ムクナ豆に関する著者らの研究

ブラジルの宮坂四郎博士から「緑肥として優れて

いるムクナをブラジルにもっと広めたい。ムクナは

アレロパシー（他感作用）が強いと思われるので調

べて欲しい」と教わったのが契機で研究を開始した。

ブラジルにおいて，ムクナは，機械化された大規模

近代農業の弊害による表土の流出，土壌の乾燥，病

害虫雑草防除などの目的で有機農業により栽培され

ていた 1）。

そこで，5品種のムクナを他感作用検定用バイオ

アッセイで調べたところ，強い他感作用効果が示唆

されたので，以下の研究を行った 32,33）。

まず，圃場試験を行い，種子の増殖と栽培法の検

討，および雑草抑制作用を調査した。蔓性の品種の

多くは夏期の生育は極めて旺盛であったが，生育期

間が長く，霜害に弱いため野外では採種できなかっ

た。茨城県の環境で採種可能なものは，矮性種の

アナン（Mucuna ana ＝ Stizolobium deeringianum cv. 

ana）と在来種のハッショウマメおよびフロリダ・

ベルベットビーンの 3品種であった 22,23）。

次に，ムクナと他の植物を混植栽培し，ムクナが

他の植物の生育に及ぼす効果について調査した。ま

ず，改良式置換栽培法として，従来の置換栽培法に，

地下部に仕切りを設けた区を付け加え，根による相

互作用を検出できるように改良した混植法による試

験を行なった結果，トウモロコシとムクナとは相性
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がよく，トウモロコシもムクナも共に生育が促進（共

栄関係）された 34,35）。ムクナとダイズの混植では，

ダイズの生育が良くなった分だけムクナの生育が悪

くなる相補的関係にあった。次に，ムクナのすきこ

み試験を行い，後作物の生育について検討した。ム

クナの乾燥葉をすきこんでも後作の生育には害作用

は無く，むしろ緑肥としての効果が現れ，特にトウ

モロコシとインゲンの生育が促進されたが，生葉を

すきこんだ時，後作のインゲンの生育は顕著に阻害

された 35）。しかし，すきこみ後 2週間以上放置す

ればインゲンの生育に影響は無かった 35）。

次に，ムクナ栽培跡地における雑草の発生状況

を調べた 36）。対照区は，トマト，ナス，リクト

ウ栽培区および無栽培とした。その結果，ムクナ

以外の区では春先には旺盛な雑草の発生が見られ

たが，ムクナ栽培地には雑草は全く発生していな

かった 23）。そこで，ムクナの植物体から，雑草

や他の植物に対して生育阻害作用を示す成分を

抽出しその化学構造を分析した結果，この成分

は L-3,4-dihydroxyphenylalanineの L-ドーパであっ

た 37,38,39,40,41,42,43）。L-ドーパは，ムクナの生葉，根，茎，

種子のいずれの部位にも存在していた。

L-ドーパは，動物組織や植物組織に存在する良く

知られた物質であり，動物界においては神経伝達物

質であるドーパミンやアドレナリンの前駆体とし

て重要な物質である。また，L-ドーパは酸化されて

ドーパキノンを経て，メラニン色素を形成すること

も良く知られている。L-ドーパは，ドーパミンの前

駆体としての性質から，パーキンソン病の特効薬と

して用いられている。しかし，L-ドーパが通常の組

織中に多量に存在することはない。ところが，ムク

ナの葉中には，生体重の約 1 %にも達する L-ドー

パが含まれていた。L-ドーパが植物の発芽・生育

に及ぼす影響について検討した結果，L-ドーパは，

レタス，オランダミミナグサ等の幼根の生育を 50 

ppmの濃度で 50 %抑制すること，概して幼根の伸

長阻害効果が大きく，胚軸の伸長阻害作用や発芽阻

害作用は比較的小さいこと，発芽阻害は可逆的であ

ることなどが判明した。ムクナの生葉抽出液による

植物生育阻害作用は，含まれている L-ドーパの活

性でほぼ説明できた 37,39,44）。

これらの研究から，ムクナは生育しているときに

は植物体中に L-ドーパを蓄積し，この物質あるい

は未知の他の生理活性物質の作用によって，雑草の

生育を阻害すると考えられる。また，ムクナは線虫

の不適当な宿主であるとの報告もあるので，連作障

害を克服する作物として導入することができるかも

知れない。ムクナは暑さに強いので，とくにハウス

栽培等で土壌の交換や消毒が困難な場合に効果を現

す可能性がある。一方，L-ドーパは酸化し易い物質

で，土壌に添加されても速やかに重合したり，分解

する。ムクナを乾燥させて土壌にすきこむと，緑肥

としての効果が期待できる 1,41,45）。

ムクナ豆の調理法については，お茶の水女子大の

香西みどり先生の研究室において，煮豆，餡，パン

への添加などについて検討され，L-ドーパを除去し

てたくさん食べることができる食品の研究が行われ

た 46,47,48）。

ムクナ豆に含まれる L-ドーパが植物に及ぼす生

理作用について調べた結果，L-ドーパは従来の除草

剤の作用機構とは全く異なる作用で植物の生育に影

響していること 49,50），とくにトランスクリプトーム

解析によって調べた結果，鉄の代謝に関する遺伝子

に影響している可能性が示唆された 51）。また，三

次元クリノスタットを用いて疑似的な無重力状態を

発生させてムクナを栽培したところ，L-ドーパの生

産と根からの滲出が抑制され，重力屈性との関係が

示唆された 52）。

ムクナ豆の葉や根を土壌に鋤き込んだときの土壌

中での動態を研究した結果，L-ドーパはアンドソル

などの火山灰土に強く吸着されてその活性を失うこ

と 53），この作用には L-ドーパのカテコール構造が

関与していること 54）が明らかとなった。また，土

壌中のアレロケミカルの寄与率を推定する全活性法

によってその寄与を解析した 55）。

ムクナ豆に含まれる L-ドーパ以外の成分につい

て調べたところ，強い抗酸化物質を含んでいるこ

と 56），ヒトの肝細胞ガンと C型肝炎ウイルスを抑

制する成分を含んでいることが明らかになった 57）。

L-ドーパはパーキンソン病に効果のある薬であるこ

とから，これを多く含むムクナ豆を合成の L-ドー

パと併用したり，ムクナ豆の利用を試される医師が

徐々に増えて一部の患者さんによって利用されてい

る 58）。

Ⅵ　ムクナ豆の欠点

ハッショウマメなどのムクナ豆には次のような欠
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点がある。種子中に含まれている L-ドーパは，食

品として大量に摂取すると下痢や嘔吐作用を現すこ

とがあり，食用としてたくさん食べるためには除去

しなければならない 46,47,48）。

また，ムクナ豆類の莢にはビロード状の毛が密生

しており，これにふれるととてもかゆい。かゆみを

引き起こす物質として，その莢の刺毛に含まれるセ

ロトニンがヒスタミンを放出させるために痒みがで

ると説明されている。またムクナインというタンパ

ク質加水分解酵素もかゆみの原因となるとされてい

る。

多くのマメと共通であるが，生の豆にはトリプシ

ンインヒビターが含まれているので，100 ℃以上に

加熱してこれを失活させないと，下痢を引き起こす

ことがある。

ムクナは巨大なつる性植物であるため，種子を取

るには丈夫な支柱が必要である。緑肥として栽培す

る際には，蔓が四方八方へ広がり，過繁茂するため，

機械による圃場へのすきこみが困難な場合がある。

Ⅶ　まとめと今後の研究の展望

ムクナ豆をブラジルの宮坂四郎先生から教わって

研究を開始してから 39年，農水省の研究機関と東

京農工大学で，スローペースで研究して来ました。

しかし，研究費と研究スタッフ，共同研究者に恵ま

れ研究が進みました。私の本来の研究は，植物に含

まれる成分が他の生物に影響をおよぼす現象である

「アレロパシー」で，雑草抑制成分として検索した

結果，ムクナ豆の葉や根に生重あたり 1 %の高濃

度で含まれる L-ドーパに活性があることを見出し

たのですが，有機農業に利用する目的でお薦めした

ところ，L-ドーパはイネ科の雑草を抑制せず残って

しまうことから，農家に普及しませんでした。雑草

抑制の目的には，ムクナの親戚のヘアリーベッチに

切り替え，これは徐々に普及しつつあります。

農業への利用はうまく行きませんでしたが，種子

には約 4 %もの高濃度で含まれる L-ドーパは，強

い抗酸化能を持ち，脳の神経伝達物質であるドーパ

ミンの前駆体であることから，パーキンソン病に効

果があるとして，徐々に利用者が増えています。慶

応大学医学部の三浦佐千夫先生のご尽力で「ムクナ

会」という親睦会で細々と普及を始め，栽培される

農家が徐々に増えています。とくに熊本県宇城市で

は，元市長で元参議院議員の阿曽田清さんの指導で

生産農家が増えています。また那須の森雅平さんは

栽培に工夫を加えられ良質のムクナ豆を生産してお

られます 12）。

ムクナ豆の調理に関してはお茶の水女子大学の香

西みどり先生の調理学研究室で L-ドーパの除去法

を検討されました。焙煎してきな粉のように加工す

ると美味であり，かつ，L-ドーパを 70 %程度残す

ことが可能です。また，適切な調理によって煮豆や

餡への加工が可能であり 46），健康によい成分を含

む食品となります 45）。ムクナ豆はデンプンが多い

インゲン豆と，脂質が多いダイズ，落花生の中間の

性質で，両方の用途を代替することが可能です。今

後さらに調理法や加工法の研究が進むことが期待さ

れます。

最近，ドーパミンがアミロイドβ（Aβ）ペプチ

ドの分解酵素「ネプリライシン」を活性化し，アル

ツハイマー型認知症の予防に効果があるという研

究が発表されています 59）。ハッショウマメに含ま

れる L-ドーパを適切な加工・調理で食品として毎

日適量摂取することで，脳内のドーパミンが増加し

アルツハイマー型認知症の予防に利用できる可能性

があります 60）。ドーパミンは個人差はありますが，

一般に 20歳をピークに 10年で 10 %ずつ減少する

と言われており，70歳になると 50 %にまで減少し

ます。ドーパミンは笑うと増えるとも言われ，意欲

を高める作用があり，引きこもりや元気が出ない人

を励ましてくれる可能性があります。このような面

の研究も期待されます。

ハッショウマメには L-ドーパ以外にもメタボ

ローム解析で約 3,000種の成分が検出され数多くの

生理活性物質を含むことを確認しており（未発表），

その機能性について詳しく研究したいと考えていま

す。そして適切な調理方法，摂取方法を確立したい

と考えています。ムクナ豆はダイズのように作物と

して完成されていない，未だに発展途上の作物であ

り，多くの欠点がありますが，交配や選抜によるよ

り良い品種の作出も望まれます。ムクナ豆に含まれ

る成分の機能性を利用することで，認知症を予防し

運動機能も維持した老年期を過ごすことができれ

ば，国の財政を圧迫している医療費の節約にも役立

つと期待されます。

2024年春から鯉淵学園農業栄養専門学校で教育

と研究に従事させていただけることになりましたの
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で，人生最後の研究として，ムクナ豆に含まれる未

同定成分の機能を明らかにし，高齢化に向かう日本

で，国民の健康に役立つムクナ豆の栽培と利用に役

立てたいという夢を持っています。多くの方がムク

ナ豆の栽培と利用に興味を持たれ，研究と普及に協

力していただき，古くて新しいマメとして復活する

ことを願っています。
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